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第２節　東日本の環濠集落からみた午王山遺跡

                                                                                                                         小 倉　淳 一

１　はじめに

　午王山遺跡は南㛵東地方におࡅる弥生時代後期の環濠集落のዲ౛としてよࡃ▱られるᏑᅾ

である。しかし、遺跡ෆの小区域をᑐ㇟としたㄪᰝが᩿⥆ⓗに進行したこともあࡾ、これま

でその඲యീについてはゎ明が進ࢇできたとはい࠼なかった。また、環濠下ᒙからの出土資

料がẚ㍑ⓗᑡないなど、環濠のᡤᒓ時期がᚲࡎしも明☜ではなかったことも、本遺跡のホ౯

を㞴しࡃしてきた。

　今ᅇの⥲ᣓሗ࿌᭩స成にあたって、これらのၥ㢟をゎᾘし午王山遺跡の環濠集落ീを෌構

成することが、今後の弥生時代集落およࡧ社会の᳨ウに資することはㄽを待たない。午王山

遺跡を東日本の環濠集落遺跡としてどのように఩⨨࡙ࡅるかについての㆟ㄽは、本ሗ࿌を

もって本᱁ⓗにጞまることとなるはࡎである。

　筆者はこれまで㛵東地方の環濠集落を集成するとともに、それらの大ูⓗなᡤᒓ時期、環

濠のつᶍ、ᒎ㛤㐣⛬などについていࡃつかの᳨ウを行ってきた (小倉 2015㺃16㺃17)。中期の

環濠とそれ௨㝆の環濠との間につᶍの上でかなࡾのᕪがあࡾ、後期の環濠は᥀๐土㔞の点で

も小型化が進ࡳ、┬ຊ化ࡉれた環濠としてタ⨨ࡉれていることについてᩘ್をᥦ示しつつㄽ

。てきたところであるࡌ

　本稿ではこうしたど点にᇶ࡙き、これまで本᱁ⓗな᳨ウにஈしかった午王山遺跡の環濠の

あࡾ方を᚟ඖするとともに、その≉㉁に㛵する⌧≧の⌮ゎをまとめておࡃこととしたい。筆

者のຊ㔞では東日本඲యをᢅうことはலか荷が㔜いこともあࡾ、୺に㛵東地方の環濠集落を

中ᚰとしてㅖ✀のၥ㢟について⪃࠼てࡳることをおことわࡾしておࡃ。

２　午王山環濠の全体像

a．３条の溝の存在

　午王山遺跡はすでに一部が๐平ࡉれ、遺跡南部を中ᚰにᪧ地形がኻわれている部分がある

が、これまでの 15 次にཬࡪㄪᰝの成果をඖにするとᑡなࡃとも３᮲の溝のᏑᅾをㄆめても

よࡉそうである（第217図）。⥲ᣓሗ࿌᭩⟇ᐃጤဨ会ではこれをＡ溝㺃㹀溝㺃㹁溝と࿨ྡした。

Ａ溝は午王山㡬部の平ᆠ㠃を中ᚰにタ⨨ࡉれ、集落ෆのከࡃの❿✰住ᒃをྲྀࡾᅖࡴ溝で、環

濠と⪃࠼ているものである。第２次 㺃第３次・第４次 㺃第㸳次 㺃第㸵次 㺃第 10 次・第 11 次

ㄪᰝなどで᳨出ࡉれ、遺跡北ഃのᩳ㠃にἢってタᐃしたࢳࣥࣞࢺㄪᰝにおいてⓎぢࡉれてい

る溝にも⥆いているものとࡳられる。Ａ溝のእഃに、一ぢしてＡ溝と୪行するように᥀๐ࡉ

れたように࠼ࡳるẚ㍑ⓗつᶍの小ࡉな溝が㹀溝である。第２次 㺃第３次 㺃第４次 㺃第㸳次 㺃

第 10 次ㄪᰝにおいて᳨出ࡉれておࡾ、⌧地㋃ᰝによる地形☜ㄆを行った⤖果、この溝は඲

周せࡎ、遺跡北➃のᓴで㏵ษれるものと⪃࠼られる。Ａ・㹀溝間の間㝸は第２次・第㸳次ㄪ

ᰝ区において最も⊃ࡃ㸵P ⛬ᗘ、第３次ㄪᰝ区およࡧ第 10 次ㄪᰝ区においては間㝸がᗈが

ࡾ 12P ⛬ᗘとなる。これらの溝とはูに、ഴᩳをᙉめながら下っていࡃ午王山の西➃部を南
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北方向に㉮る溝が㹁溝であࡾ、第２次 㺃第 13 次ㄪᰝ区から᳨出ࡉれている。この溝は南部

のᓴ㠃において᩿㠃が☜ㄆࡉれておࡾ、➼㧗⥺にἢいながらᘼをᥥࡃようにタ⨨ࡉれたもの

とࡳられる。なお、本稿では㹁溝をᗈ⩏の環濠と఩⨨࡙ࡅるが、本来の意࿡においては᮲濠

というྡ⛠で࿧ࡪ方が㐺ษであろう。

b．環濠の時期と重複遺構

　午王山遺跡では、Ａ溝においてその中ᒙ 㺃上ᒙを中ᚰに土器の出土が㢧ⴭであࡾ、㹀溝で

は出土遺≀はᑡなࡃ、㹁溝においては࡯とࢇど遺≀がㄆめられなかった。

　⥲ᣓሗ࿌᭩のస成にあたって、本᭩の中で柿沼ᖿኵが土器編年の㠃から時期ูのᡤᒓ遺構

を明らかにしておࡾ (柿沼 2019㸪本❶第３⠇ )、その成果によると、午王山遺跡は弥生時代

中期後半から後期後半までの集落遺跡であࡾ、その୺యは後期中ⴥ前後にある。また、環濠

は東ி‴ᓊの土器型式に↷らして後期前半の久ヶ原Ⅱ式期古ẁ㝵に᥀๐ࡉれるものとࡳられ

る。この時期は柿沼によるᙜ地域の土器編年では下戸塚式中・古期に┦ᙜし、⥆ࡃ下戸塚式

中・新期になると環濠と㔜」する形で時期を᥎ᐃできる❿✰住ᒃ跡が営まれる。Ａ溝上にࡳ

られる第４次 50 号住ᒃ跡、51 号住ᒃ跡、㹀溝上には第４次 52 号住ᒃ跡が構⠏ࡉれている。

なお、出土土器の㠃からはＡ溝と㹀溝との間に時間ⓗなᕪ␗がᏑᅾするとはゝいษれない。

また、下戸塚式新期になると第㸳次㹀区 62 号住ᒃ跡が構⠏ࡉれる。これら下戸塚式中・新

期から下戸塚式新期にかࡅては久ヶ原Ⅱ式新ẁ㝵に┦ᙜすると⪃࠼られる。

　このように出土土器と遺構┦஫の㛵ಀにᇶ࡙ࡃ集落のኚ㑄㐣⛬からは、午王山遺跡の環濠

が᥀๐ࡉれてからᇙἐするまでの時期が久ヶ原Ⅱ式期の中に཰まること、久ヶ原Ⅱ式新ẁ㝵

において溝のᇙἐがጞまることを᝿ᐃすることがྍ⬟である。なお、㹁溝については時期を

≉ᐃすることができない。

ಓࢢ
273号

ઢ

ಓ273号ઢࢢ

20�0

16�0

17�0
18�0
19�0

21�0
22�0
23�0

24�0

15�0

20�0

14�0

16�0

17�0
18�0

19�0

21�0

22�0

23�0
15�0

14�0

16�0

10�
0

15�0

20�0

11
�0

12�0

13�
0
14�0

16�0 17�0
18�0
19�0

21�0
22�0
23�0

10
�0

15�0

20�0

9�0

11�0

12
�0

13�0

14�
0

16�0
17�0
18�0
19�0

21�0

22�0
23�0

24�0

10�0

15�0

20�0

8�0

9�0

11�0
12�0
13�0
14�0

16�0

17�0
18�0
19�0

21�0

22�0

23�0
24�0

10�0

15�0

20�0

8�0

9�0

11�0
12�0
13�0

14�0

16�0
17�0
18�0
19�0

21�0

22�0

23�0

24�0

20�0

21�0

22�0
23�0
24�0

24�0

24
�0

15�0

15
�0
15
�0

ۚ
ઘ
ષ
ࣉ
ڥ
಺

ؒڱ
Ҵՙ
ਆࣾ

6�836�73
6�756�85

6�91
6�977�07

7�28

7�59

7�88

8�42

8�61

8�70

9�06

9�45
9�50

22�5
5

23�9
1

23�9
2

24�4
2

24�4
2

24�6
1

24�5
9

24�6
1

24�0
7

24�2
1

24�0
624�3

9

24�2
1

24�4
1

24�3
3 24�3

9

23�6
7

23�5
9

24�4
3

24�2
0

24�1
2

24�5
0

24�2
7

24�3
3

24�2
0

24�2
3

24�1
3

24�1
5

24�0
9

24�0
3

24�1
7

24�1
2

24�3
1 24�4

0

24�3
6

24�5
1

24�4
824�0

9

23�6
3

23�8
0

23�4
8

22�4
5

22�4
2

21�8
8

21�7
8

20�6
1

19�1
218�5

8

21�8
1

23�9
9

23�9
5

24�0
7

24�0
5

24�1
0

17�9
9

18�0
1

24�9
5

24�3
2

24�7
7

24�6
5

24�3
8

24�3
0

24�1
8

24�2
6

24�2
8 24�4

7

20�7
2

20�7
5

20�7
6

21�6
8

21�5
221�4

1

11�0
2

12�3
7

14�2
6

14�5
8

13�9
9

13�5
3

12�4
3

11�5
9

10�6
9

15�0
3 15�4

112�7
6

10�9
6

11�6
9

12�8
5

13�8
9

15�3
5

17�8
9 19�8

7
22�2
4

23�4
7

23�9
5

24�1
0

24�2
6

24�4
8

24�5
7

24�5
6

24�5
5

24�4
7

24�3
8

24�2
0

24�1
1

23�9
8

23�9
6

23�4
3

23�0
2

23�0
6

23�6
5

23�5
2

9�81

10�0
3

9�82

15
�0

20
�0

14
�0

16
�0

17
�0

18
�0

19
�0

21
�0

22
�0

23
�0

15
�0

20
�0

14
�0

16
�017
�018
�019
�0

21
�0

22
�0

14�5
1

14�7
8

ಓࢢ
273号

ઢ

ಓ273号ઢࢢ

20�020�020�0

16�0

17�0
18�0
19�018�0
19�018�0

21�021�021�0
22�0
23�0

24�0

15�015�015�0

20�020�020�0

14�0
15�014�0
15�0
16�0

17�0
18�0

19�0

21�0

22�0

23�0
15�015�015�0

14�0

16�0

10�
0

10�
0

10�
0

15�015�0

20�020�020�0

11
�0

12�0

13�
0
14�015�014�015�0

16�016�0 17�0
18�0
19�0

21�0
22�0
23�0

10
�0
10
�0

15�015�0

20�020�020�0

9�0

11�011�0

12
�0

13�0

14�
01
3�0

14�
01
3�0

16�0
17�0
16�0
17�0
16�0

18�0
19�0

21�0

22�0
23�0

24�0

10�010�010�0

15�015�015�0

20�020�020�0

8�0

9�0

11�0
12�0
13�0
14�0

16�0

17�0
18�0
19�0

21�0

22�0

23�0
24�0

10�010�0

15�015�0

20�020�020�0

8�0

9�0

11�0
12�0
13�0

14�0

16�0
17�0
18�0
17�0
18�0
17�0

19�0

21�0

22�0

23�0

24�0

20�020�020�0

21�0

22�0
23�0

24
�0

15�015�0

15
�0
15
�0
15
�0
15
�0
15
�0
15
�0
15
�0
15
�0
15
�0
15
�0
15
�0
15
�0
15
�0
15
�0
15
�0
15
�0

ۚ
ઘ
ષ
ࣉ
ڥ
಺

ؒڱ
Ҵՙ
ਆࣾ

6�836�73
6�756�85

6�91
6�977�07

7�28

7�59

7�88

8�42

8�61

8�70

9�06

9�45
9�50

22�5
5

23�9
1

23�9
2

23�9
2

24�4
2

24�4
2

24�6
1

24�5
9

24�6
1

24�0
7

24�2
1

24�0
624�3

9

24�2
1

24�4
1

24�3
3 24�3

9

23�5
9

24�4
3

24�2
0

24�1
2

24�5
0

24�2
7

24�3
3

24�2
0

24�2
3

24�1
3

24�1
5

24�0
9

24�0
3

24�1
7

24�1
2

24�3
1 24�4

0

24�3
6

24�3
6

24�3
6

24�5
1

24�4
824�0

9
24�0
9

24�0
9

24�0
9

24�0
9

23�6
3

23�8
0

23�4
8

22�4
5

22�4
2

21�8
8

21�8
8

21�7
8

21�7
8

20�6
1

19�1
218�5

8

21�8
1

23�9
9

23�9
5

24�0
7

24�0
5

24�1
0

17�9
9

17�9
9

17�9
9

17�9
9

17�9
9

18�0
1

24�9
5

24�3
2

24�7
7

24�6
5

24�3
8

24�3
8

24�3
8

24�3
8

24�3
8

24�3
0

24�1
8

24�2
6

24�2
8 24�4

7

20�7
2

20�7
5

20�7
6

21�6
8

21�5
221�4

1

11�0
2

12�3
7

14�2
6

14�5
8

13�9
9

13�5
3

12�4
3

11�5
9

10�6
9

15�0
3 15�4

112�7
6

10�9
6

11�6
9

12�8
5

12�8
5

13�8
9

15�3
5

17�8
9 19�8

7
22�2
4

23�4
7

23�9
5

24�1
0

24�2
6

24�4
8

24�5
7

24�5
6

24�5
5

24�4
7

24�3
8

24�3
8

24�2
0

24�1
1

23�9
8

23�9
6

23�4
3

23�0
2

23�0
6

23�6
5

23�5
2

9�81

10�0
3

10�0
3

9�829�829�82

15
�0

15
�0

15
�0

20
�0

20
�0

20
�0

16
�0

16
�0

17
�0

18
�0

19
�0

19
�0

21
�0

21
�0

21
�0

22
�0

22
�0

23
�0

23
�0

23
�0

15
�0

15
�0

15
�0

20
�0

20
�0

20
�0

14
�0

14
�0

16
�0
16
�017
�0
17
�0

24�4
7

24�4
7

18
�0

18
�019
�0

19
�0

21
�0

21
�0

21
�0

22
�0
22
�0
22
�0

14�5
1

14�7
8

14
�0

14
�0

A 溝
24�4
7

24�4
7

24�4
7

24�4
7

24�4
7

24�4
7

A溝

B溝
ୈ2࣍ௐࠪ۠

ୈ2࣍ௐࠪ۠

24�1
0

B 溝

3溝 7溝

A 溝

A溝

B溝

ୈ 5࣍ௐࠪ B۠

ୈ 4࣍ௐࠪ۠

4溝

A溝

ୈ 7࣍ௐࠪ۠

ୈ 6࣍ௐࠪ۠

7溝

ୈ 9࣍ௐࠪ B۠

7溝

ୈ̔࣍
ௐࠪ۠

7溝

A溝

B溝

ୈ3࣍ௐࠪ۠

ୈ10࣍ௐࠪ۠

A溝

B溝

ୈ11࣍ௐࠪ۠

A溝

A溝

ୈ5࣍ௐࠪA۠

24�4
7

117 号住

10 号土坑 11 号土坑

14 号土坑

118 号住 119 号住

120・121 号住

13 号土坑

12 号土坑

116 号住

122 号住

124 号住

8溝

9号土坑

13 号住

24�3
8

24�3
8

J20 号
土坑

15 号住16 号住

152 号住

150 号住

J21 号
土坑

151 号住

13 号住

ୈ 15 ࣍ௐࠪ۠

128 号住

16 号土坑

J19 号土坑

17 号土坑

H18 号住

136 号住

135 号住

Bトレンチ

12 溝

34 号住

145 号住

134 号住

9溝

15 号土坑

27 号住

ୈ 12 ࣍ௐࠪ۠
ୈ 14 ࣍ௐࠪ۠

132 号住

133 号住

10 溝
131 号住

130 号住

137 号住

138 号住

129 号住

9溝

146 号住

144 号住

142 号住

147 号住

148 号住

149 号住

143 号住

139 号住

140 号住

Aトレンチ

141 号住

J18 号土坑

H17 号住

1号方形周溝墓

2号方形周溝墓

3号方形周溝墓

24�2
8

24�2
8

ୈ ��� ਤɹޕԦࢁҨ੻ͷ߼؀ਪఆ෮ݩҊ



ɹɹɹɹୈ̎અɹ౦೔ຊͷू߼؀མ͔ΒΈͨޕԦࢁҨ੻ɹ

ʖ ��� ʖ

c．多重環濠の推定

　これまでのㄪᰝにおࡅる成果を⥲合すれば、午王山遺跡の環濠は、地形上の最㧗ᡤとഴᩳ

のኚ化を意㆑しながら㓄⨨ࡉれているものとࡳられる (第 217 図 )。Ａ溝はᶆ㧗 25P の午王

山最㡬部をྲྀࡾᅖࡴように᥀๐ࡉれ、その周ᅖのࡸࡸ下った部分にＡ溝をྲྀࡾᕳࡃように㹀

溝が㓄ࡉれる。㹀溝と㹁溝との間㝸は第２次ㄪᰝ区で⣙ 60P を ࡾ、㹁溝はある時期の集

落域の西➃部を区⏬するかのように࠼ࡳる。㹁溝との㛵ಀについてはᥐࡃとして、Ａ溝と㹀

溝はそれࡒれ↓㛵ಀに᥀๐ࡉれたものがたまたま➼㧗⥺≧に୪行する形となったものではな

れたࡉらかのᏑᅾを意㆑しながら᥀๐ࡕど、ࡾ溝┦஫の平㠃図上での㓄⨨㛵ಀをぢる㝈、ࡃ

ものと⪃࠼る方が⮬↛であろう。そのሙ合は、わࡊわࡊᒃ住✵間を⦰小するように後からෆ

ഃに᩿㠃✚の大きなＡ溝を᥀ったとは⪃࠼にࡃい。ࡸはึࡾめに午王山の最㧗ᡤを意㆑し、

Ａ溝を環濠として᥀๐したྍ⬟ᛶが㧗いのではないだろうか。ၥ㢟はその㝿㹀溝をྠ時に᥀

๐したのか、それとも後になってＡ溝のእഃに㹀溝をタ⨨したものなのかということである

が、ᑡなࡃともある時点ではＡ溝 㺃㹀溝ともに機⬟していたと⪃࠼られよう。すなわࡕこの

᝿ᐃが正しいሙ合には、午王山遺跡には二㔜環濠の時期があったことになる。

　また、前㡯でゐれた通ࡾ、久ヶ原Ⅱ式期新ẁ㝵のうࡕに㹀溝がᇙἐしたྍ⬟ᛶが㧗いこと

は、Ａ溝、㹀溝がᙜึから二㔜環濠として成❧していたという᝿ᐃと▩┪しない。య⿢のᩚっ

た環濠が本来のጼをಖっていたとい࠼るのは、久ヶ原Ⅱ式期中のある時点までに㝈ᐃࡉれる

とࡳておいた方がよࡉそうである。

d．環濠集落の規模

　上記の成果から午王山遺跡の溝の඲యീを᳨ウしてࡳよう。Ａ溝を環濠とすると、㛗㍈㛗

⣙ 153P、▷㍈㛗⣙ 93P となる。㹀溝の㛗㍈㛗は 172P となࡾ、一ᅇࡾ大きな⠊ᅖを区⏬する。

Ａ溝の周㛗は⣙ 419P、溝をྵࡴ⠊ᅖの㠃✚は 11�589 ੍と᥎ィࡉれる。㹀溝は඲周しないこ

とが前ᥦではあるが、Ａ溝の⠊ᅖもྵめて 14�000 ੍⛬ᗘのつᶍを区⏬すると⪃࠼てよいの

ではないだろうか。これらの溝は午王山の㡬部をᅖࡳ、集落の 㺀⦖ᙇࡾ 㺁を明☜化したもの

とも⪃࠼られよう。それではどの⛬ᗘの溝であったのか、ᙜ時のປാ㔞を᚟ඖⓗに⪃࠼るど

点から、⡆᫆ⓗな方ἲによって᥀๐土㔞をぢ✚もることにしよう。

　これには小宮ᜏ雄がᶓ὾ᕷ大塚遺跡の環濠᥀๐土㔞の᥎ᐃを行った஦౛がཧ⪃となろう

(小宮 1991)。ྠ遺跡においてはᙜ時の生ά㠃 (ᪧ地表㠃 )が㐣ᗘに๐平ࡉれることなࡃṧ

Ꮡしていた部分がከいことから、環濠᩿㠃がࡰ࡯ᙜ時の᥀๐≧ἣを཯ᫎしていたとุ᩿でき

る⟠ᡤがあࡾ、環濠᩿㠃✚の平ᆒ್から᥀๐土㔞をぢ✚もることができた。そのయ✚は古い

環濠 (㹀環濠 )で 2�730 ੑとࡉれ（１）、᥀๐そのものにᚑ஦者１ேあた１ࡾ日３ੑの௙஦㔞

としての࡭ 910 ே、᤼土ฎ⌮と土ሠᩚഛのためにその半分の日ᩘがかかるとぢ✚もって、30

ேがかࡾで⣙１か᭶半のᕤ⛬が᥎ᐃࡉれている。

　午王山遺跡のሙ合、第 217 図に示したＡ溝の周㛗が⣙ 419P と᚟ඖྍ⬟である。遺跡上㠃

は⪔స➼によࡾ๐平が進行しておࡾ、弥生時代の生ά㠃のᏑᅾはᮃࡳにࡃい（２）。このため、

最もṧࡾがよいと᥎ᐃできる第２次ㄪᰝ区 ( 第２号溝としてሗ࿌ ) を฼用して⡆᫆ⓗに᥎

ᐃを行った。この溝の最大幅は３P ⛬ᗘ、῝ࡉは 1�5 ࠥ 1�7P ⛬ᗘである。３かᡤの᩿㠃図

がṧࡉれておࡾ (本᭩ 129 㡫第 192 図 )、このうࡕ北ഃ（.�. ）̓と中ኸ（/�/ ）̓の᩿㠃が溝
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の㛗㍈にࡰ࡯直஺していることから᥎ィに㐺しているとุ᩿した。北ഃの溝᩿㠃の㠃✚は⣙

2�26 ੍、中ኸ部の溝᩿㠃は 2�14 ੍とィ したため、この平ᆒ್を 2�20 ੍とし、周㛗を᥃

るとＡ溝の᥀๐土㔞はࡅ 921�8 ੑとなる（３）。

　㹀溝は㛗ࡉのᥦ示がᅔ㞴ではあるが、図上では 284P と᝿ᐃした。Ａ溝にẚ࡭て小型の環

濠とࡳられ、なおかつ上部が๐平ࡉれている≧ἣであったため、ẚ㍑ⓗṧࡾのよい第３次ㄪ

ᰝ区を฼用して᥎ᐃした。溝幅は最大で 2�3P、῝ࡉは最大で 1�2P ⛬ᗘである。ሗ࿌᭩には

４⟠ᡤの᩿㠃図がṧࡉれておࡾ ( 本᭩ 129 㡫第 192 図 )、このうࡕṧࡾのよい +�+ 、̓,�,̓

の᩿㠃✚はそれࡒれ 0�49 ੍、0�47 ੍であった。これらの平ᆒ್を 0�48 ੍とし、㹀溝の㛗

๐土㔞を᥀、ࡅを᥃ࡉ 136�3 ੑと᥎ィした。㹀溝のつᶍはＡ溝にẚ࡭てきわめて小ࡉいこと

もわかる。

　これらのᩘ್はあࡃまで目安となるものではあるが、２᮲の溝の᥀๐土㔞を合ィすると

1�050 ੑを㉸࠼ることになる。中期の大塚遺跡が㛗㍈㛗 230P を ࡾ、溝の᩿㠃形も㏫台形

でẚ㍑ⓗしっかࡾとసられた環濠であるのにẚ࡭ればつᶍは小ࡉいが、これらがྠ時期に᥀

๐ࡉれたከ㔜環濠であるとすれば、᥀๐にかかる௙஦㔞はの࡭ 350 ேとな10、ࡾ ேయไで

35 日、᤼土のฎ⌮にࡉらにその半分の௙஦㔞がᚲせと⪃࠼れば、環濠の᥀๐とᩚഛには 10

ேయไで 50 日௨上 (52�5 日 ) かかるィ⟬となる。

　こうした᥎ィをもとに、㛵東地方඲యの環濠集落のなかで午王山遺跡のつᶍについて⪃࠼

てࡳることにしよう（第 218 図ࠥ第 222 図）。環濠㠃✚については、㛵東地方において㠃✚

の᥎ᐃできる環濠集落඲యの中では中⛬ᗘであるが、中期の環濠の方がẚ㍑ⓗ大きいഴ向に

あࡾ、後期から古墳時代前期にかࡅての環濠集落に㝈ってࡳればẚ㍑ⓗ大型の部類にධる（第

218 図）。溝の㛗ࡉ（周㛗）については、㹀溝は඲周しないためཧ⪃್であるが、Ａ溝はࡸ

はࡾ後期の環濠としてはẚ㍑ⓗ㛗い（第 219 図）。㠃✚と周㛗の┦㛵㛵ಀをࣇࣛࢢ化したの

が第 221 図であࡾ、午王山遺跡がヱ期の中型集落からはつᶍの㠃においてᢤࡅ出たᏑᅾであ

ることがわかる。

　᥎ᐃࡉれる᥀๐土㔞についてもྠᵝのഴ向をㄆめることができる（第 220 図）。午王山遺

跡のＡ溝は後期から古墳時代前期にかࡅての環濠集落の中ではẚ㍑ⓗ᥀๐土㔞のከいことが

᥎ᐃࡉれ、᥀๐土㔞と周㛗との┦㛵㛵ಀ（第 222 図）においてもつᶍの大きなことがわかる。

これにᑐして㹀溝はＡ溝にẚ࡭て᩿㠃✚がきわめて小ࡃࡉ、඲周しないことをᕪしᘬいても

ヱ期の中型集落にẚして᥀๐土㔞がᑡないことが᥎ᐃࡉれる。

　このように、Ａ溝と㹀溝のつᶍの㠃からの大きな㐪いは、集落のᪧ地表㠃がある⛬ᗘ๐平

をཷࡅているとしても、୧者の間に┳㐣できないᕪ␗がᏑᅾすることを示しているとい࠼る

だろう。これは類౛がᑡないながらも㛵東地方のከ㔜環濠の≉㉁としてᣦ᦬できる஦ᐇかも

しれない。

e．環濠の付帯施設

　環濠のタ営に㛵してたࡧたࡧၥ㢟となるのは᤼土のฎ⌮と土ሠࡸ木ᰙなどの௜ᖏ᪋タのこ

とである。午王山遺跡においては目❧った遺構はⓎぢࡉれておらࡎ、今のところこれら᪋タ

のᏑᅾを✚ᴟⓗに᝿ᐃ 㺃ホ౯することはできそうにない。ከ㔜環濠という前ᥦに❧てば、一

⯡にእ環濠とෆ環濠の間、あるいはෆ環濠のෆഃに土ሠがタࡅられることなどを᝿ᐃできる
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こともあろう。午王山遺跡のሙ合、環濠集落１期の❿✰住ᒃ跡はෆ環濠であるＡ溝からෆഃ

におおよそ㸳P௨上㞳れて構⠏ࡉれておࡾ、✵間ⓗなつไのᏑᅾした࡯かに、᤼土を⡆༢に

┒る行Ⅽがなࡉれたなどのྍ⬟ᛶはṧࡉれよう。㛵東地方の環濠においてはᴫして土ሠに

㛵する᰿ᣐはஈしいが、⩌㤿県日ᙳ平遺跡では環濠ෆഃに࣮࣒ࣟ土を┒った⑞跡がㄆめら

れるという (小池 2003)。ど野を西にᣑࡆれば、㟼岡県川合遺跡 (㟼岡県ᇙ蔵ᩥ化㈈◊✲ᡤ

1985㺃90) において土ሠ≧の┒ࡾ土が᳨出ࡉれている࡯か、ឡ▱県⊧島遺跡においては、土

ሠ≧遺構とᰙิをకった中期前ⴥの二㔜環濠集落がⓎぢࡉれている (赤塚࡯か 2002㸪第 223

図 )。ㄪᰝࡉれたのは集落のおよそ半分であるが、ప地に営まれておࡾ、大塚遺跡の環濠に

類ఝしたつᶍと⪃࠼られる。溝の୧ഃに 20FP 土があるため、溝と溝の間ࡾ┒のࡉどの㧗࡯

に小ࡉな㧗まࡾのある部分がㄆめられる（４）。午王山遺跡がከ㔜環濠をもつと仮ᐃしたሙ合、

Ａ溝と㹀溝との間に土ሠを᝿ᐃできるかどうかはၥ㢟であるが、⊧島遺跡౛のように溝の間

㝸がᥞっておらࡎ、その௚の᰿ᣐにもஈしいため、溝間が土ሠの構⠏を前ᥦにした✵間であっ

たという☜ドはᚓられない。
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　その࡯かに環濠の㛵㐃᪋タとして᝿ᐃできるのはᶫなどのධཱྀ᪋タであるが、ᐇ㝿にその

᰿ᣐとࡉれるのは、溝ෆにᰕ✰≧のࢺࢵࣆ➼がㄆめられᶫ⬮のᏑᅾが᝿ᐃできるሙ合であࡾ、

ᶓ὾ᕷ大塚遺跡 (武஭編 1991) においてはそのྍ⬟ᛶがあるものの、ᐇ㝿のᶫがṧっていた

わࡅではない（㸳）。また、環濠の中にはある⛬ᗘᇙἐした部分に◳化㠃がṧࡉれているሙ合

がある。こうしたものを日ᖖ฼用していた通㊰として఩⨨࡙ࡅることもྍ⬟であろう（㸴）。

　これらの᪋タがᏑᅾするとしても、かなࡾὀ意῝ࡃ、なおかつそのᏑᅾを前ᥦに᥈ࡉなࡅ

ればぢ落としかࡡないことにもὀ意がᚲせである。たと࠼ばᶓ὾ᕷ୕Ẋ台遺跡 ( ࿴島࡯か

1965) においては、集落ෆに営まれたと⪃࠼られる大型方形周溝墓のᏑᅾがㄪᰝのかなࡾ後

になってから᥎ᐃࡉれているが (安藤 1992)、これはㄪᰝ時には方形周溝墓という墓がまだ

▱られておらࡎ、そのㄆ㆑が඲ࡃ୙㊊していたことがᙳ㡪している。また、近年になって

ྠ遺跡の中ኸ௜近に⊂❧Ჷᣢᰕのᘓ≀がᏑᅾしたྍ⬟ᛶがᣦ᦬ࡉれてもいる (鈴木㔜2017)。

午王山遺跡においては遺構がᐦ集してはいるものの、環濠が東西方向に㛗㍈⥺をもࡕ、南東

部に墓域をもっていたことがわかっているだࡅに、集落にకうྛ✀᪋タの᥎ᐃをὀ意῝ࡃ進

めていࡃᚲせがあろう。

f．集落域と墓域

　午王山遺跡では第１次ㄪᰝ区と第 10 次ㄪᰝ区から方形周溝墓の᳨出をࡳておࡾ、環濠እ

に墓域を営ࡴことも☜ㄆできる。方形周溝墓は四㝮のษれる形ែⓗに古いࣉ࢖ࢱのものと඲

周するྍ⬟ᛶのあるものがᏑᅾするようであࡾ、୧者の間には時間ᕪを᝿ᐃすることもྍ⬟

である。前者は中期にከࡃㄆめられるため、宮ノ台式期の集落にకうྍ⬟ᛶもṧࡉれる。こ

れらが集落に近いሙᡤに造営ࡉれていることは、午王山の㡬部に形成ࡉれたヱ期の集落のつ

ᶍに↷らしてもጇᙜである。ただし集落にẚ㍑ⓗ近い第４号・第㸳号方形周溝墓にకう遺≀

はなࡃ、土器から時期を☜ᐃすることはできない。第２号方形周溝墓には中期・後期の土器

が、第３号方形周溝墓にも後期の土器がࡳられることから、第１次ㄪᰝ区の方形周溝墓の中

には環濠の時期にకうものがᏑᅾするྍ⬟ᛶがある。墓域は本来ࡉらにᗈがっていたことで

あろうが、๐平をཷࡅて⌧Ꮡしていない部分もከい。

３　東日本の環濠集落と午王山遺跡

a．午王山遺跡の可能性

　日本ิ島の環濠集落はึ期の℺₅Ỉ稲⪔సにకうᩥ化せ⣲のࡦとつとしてิ島にᑟධࡉ

れ、北部஑ᕞ地方から中部 㺃㛵東地方までᗈい⠊ᅖにわたって営まれたことがわかっている。

஑ᕞ地方では㛗ᓮ県原の㎷遺跡 (⚟田࡯か 2005)、⚟岡県ᯈ௜遺跡 (川道࡯か 2016)、ྠ県

平塚川ῧ遺跡(松尾࡯か2001㺃04)、佐㈡県吉野ヶ㔛遺跡(῰谷࡯か2015)などがよࡃ▱られ、

近␥地方の大㜰ᗓ池上᭮᰿遺跡(第２㜰࿴ᅜ道ෆ遺跡ㄪᰝ会1970)、ዉⰋ県၈古㺃㘽遺跡(藤

田࡯か 2009)、⁠㈡県下அ郷遺跡 (川⏿࡯か 2017)、東海地方のឡ▱県ᮅ日遺跡 (石黒࡯か

1991)などの大型環濠集落もⴭྡである。ただし東日本の環濠集落にはᕧ大なものはᑡなࡃ、

㛵東地方においては環濠にᅖまれる㠃✚がおよそ 30�000 ੍までにとどまるものが࡯とࢇど

である（㸵）。一方、㛵東地方では遺跡のⓎ᥀౛がከࡃ、弥生時代を中ᚰとして溝をᣢつ集落

のⓎぢ 㺃ㄪᰝ౛は 200 ௨上にのࡰっている。その中でも環濠の඲యീを᥎ᐃできるものは⌧



ɹɹɹɹୈ̎અɹ౦೔ຊͷू߼؀མ͔ΒΈͨޕԦࢁҨ੻ɹ

ʖ ��� ʖ

ᅾのところ 30 ౛⛬ᗘに㝈られ、午王山遺跡もその一౛に加࠼ることがྍ⬟である。

　それらの中でも環濠集落が≉に集中ⓗにㄪᰝࡉれているのはᶓ὾ᕷ域である。㭯ぢ川 㺃᪩

ῲ川流域では඲㠃ⓗにⓎ᥀ࡉれた大塚遺跡、その墓域であるṓ຾土遺跡などをはࡌめとする

弥生時代中期後半の環濠集落がᩘ੊おきに点ᅾするᵝ子がุ明しておࡾ、ิ島におࡅる弥生

社会のෆᐇを᳨ウするための᱁ዲの⣲ᮦをᥦ౪している。この地域では土器編年◊✲の῝化

にకって流域の遺跡⩌をືែⓗにᢕᥱしようとするヨࡳが⥆いておࡾ、弥生集落の構造ࣔࢹ

ࣝをᥦ౪するとともに、㎰⪔社会のᐃ╔ 㺃ᒎ㛤㐣⛬に㛵する㆟ㄽもまた῝まࡾをࡳせている。

　午王山遺跡の環濠はⲨ川流域の弥生時代後期社会をゎ明するための㘽となるものである

が、周辺の遺跡⩌との㛵ಀを㍈とした分析を進めていࡃことによࡾ、東日本におࡅる弥生社

会඲యのື向を᥈るためのⰋዲな஦౛となることが期待ࡉれるものである。

b．東日本の環濠集落の特徴

　㛵東地方を中ᚰとして、東日本にᏑᅾする環濠集落の≉ᚩについてまとめておこう。

　環濠をもつ集落の形ែは、㛵東地方においては弥生時代中期後半から一⯡化する。これは

直前の時期から東海地方からのᙳ㡪を大きࡅཷࡃためとࡳられる。㛵東地方においては弥生

時代前期の㎰⪔集落のᏑᅾは明☜でなࡃ、本᱁ⓗな㎰⪔集落とࡉれるものは中期中ⴥからで

あࡾ、神ዉ川県中㔛遺跡 (࿋地࡯か 1997� Ἑ合࡯か 2015) で集落、墓域、生⏘域の᳨出をࡳ

ている。ྠ時期の遺跡はᇸ⋢県池上 㺃小敷田遺跡 (中島 1984� 吉田࡯か 1991)、༓ⴥ県ᖖ代

遺跡 か࡯ᩫ⏥) 1996) などでⓎぢࡉれているが、中㔛遺跡の஦౛が最もよࡃまとまっている。

この時期にఀໃ‴ᓊから㥴Ἑ‴ᓊを⤒てఏ᧛してࡃる方形周溝墓の形ែが東海地方とのぶᐦ

な㛵ಀを≀ㄒっている。ただしこの時期には環濠のጼは明☜ではない。

　㛵東地方の集落に環濠がⓏሙするのは弥生時代中期後半の宮ノ台式期になってからであ

る。宮㺧台式土器は㟼岡県域の白岩式土器との㛵ಀが῝い土器で 6LⅠ期からⅤ期までに区分

ࡾれておࡉ (安藤 1990)、ඛ述したᶓ὾ᕷ域におࡅる環濠のⓏሙはⅢ期のことである。この

時期に東ி‴ᓊを中ᚰとする南㛵東ྛ地で環濠の形成がጞまるものとࡳられ、༓ⴥ県域の㣴

⪁川流域にᒓするᕷ原台地、㮵島川がὀࡂ㎸ࡴ༳᪠沼南ᓊ域などでも඾型ⓗな環濠集落が形

成ࡉれる。ただしྠࡌ宮ノ台式期といっても、環濠の形成時期にはἼがあࡾ、Ⅲ期の後には

Ⅴ期に環濠集落の形成が㢧ⴭになる (安藤 1991� 大村 2005� 小倉 2017)。その後は上⥲地域

の一部を㝖いてከࡃの集落が一᪦ᗫ⤯するようで、ከᩘの環濠集落が営まれた㭯ぢ川流域に

おいても、ከࡃの遺跡がጼをᾘしている。

　後期になると෌ࡧ集落が増加するとともに、環濠の造営も෌㛤ࡉれるが、中期ẁ㝵の環濠

にẚして、後期௨㝆の環濠は㠃✚およࡧ᥀๐土㔞の㠃で⥲ࡌて小型化する。午王山遺跡の環

濠が営まれるのは後期中ⴥ㡭と⪃࠼られ、㛵東地方においては後期後半から古墳時代ึ㢌に

かࡅてはࡉらに小型化する集落とẚ㍑ⓗ大型の集落とに分化して集落⮬యはከᵝ化するもの

とࡳられるが、ࡸがてᾘ⁛していࡃ。

　これら環濠集落の❧地は、㛵東地方ではἈ✚地とのẚ㧗ᕪ༑ᩘ Pからᩘ༑ Pの台地上にあ

るとࡳられていたが、その後Ἀ✚地に❧地する集落の஦౛もㄆめられるようになࡾ、そのከ

ᵝᛶにᑐするㄆ㆑も進ࢇでいる。そのゎ㔘については大塚遺跡をはࡌめとする台地上の集落

を⏿స集ᅋとする౛もある (὾田 2011) が、ྠ遺跡については流域の最ึの㛤Ⓨᣐ点として
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ᩒ࠼て台地の㧗ᡤでἈ✚地から㞳れたሙᡤにᒃ住したとする意ぢ (石஭ 2010) もあࡾ、㝈ら

れたἈ✚地の㛤Ⓨをᐜ᫆に進めるためのᕤኵがなࡉれていることもᣦ᦬しうる。

　また、㛵東地方の環濠集落は分ᕸに㛵しても≉ᚩⓗである。中部地方௨東にࡳられる環濠

集落のうࡕኴ平ὒഃにᡤᅾするものは༓ⴥ県域までにࡰ࡯㝈ᐃࡉれる。ලయⓗには฼᰿川を

ቃとして௨東 㺃௨北には࡯とࢇど分ᕸしないことがわかっている (第 224 図 )。これは方形

周溝墓をకう集落遺跡の分ᕸとも㔜なࡾ、弥生ᩥ化の地域ᛶを示す⌧㇟の一➃とࡳられるも

のである。環濠の分ᕸには、東海地方からのᩥ化ⓗᙳ㡪をⵚࡾながらも᪤Ꮡのᩥ化せ⣲を⤌

。きであろう࡭るࡳれているとࡉてそれにᑐᛂしていった㛵東地方の集ᅋの⠊ᅖが示࠼᭰ࡳ

　これら環濠集落に㛵しては、㜵ᚚ᪋タとしての᭷ຠᛶについての㆟ㄽがከࡃᥦ示ࡉれてい

る。これはඛ述のᶓ὾ᕷ大塚遺跡の環濠の඲ㇺが明らかになࡾ、そのጼがᏲࡾをᅛめた集落

のጼをᙸᙿとࡉせるとしたことがዎ機のࡦとつとなࡾ、その後佐㈡県吉野ヶ㔛遺跡において

大型の環濠集落がⓎ᥀ࡉれたことによって増幅ࡉれたぢゎであるようにឤࡌられる。環濠を

㜵ᚚ᪋タとしてホ౯し、社会の⥭ᙇ≧ែにᑐᛂしたものとするぢゎは᰿ᙉい ( 佐原 1979�

㒔出 1983㺃89� 武஭ 1986 ➼ )。しかし大塚遺跡の環濠Ⓨぢ௨㝆も、そのつᶍとෆᐜから㜵ᚚ

᪋タとしては୙༑分であるとのㄆ㆑に❧ࡕ、環濠の構⠏に集落域を༨᭷して集ᅋの⤖᮰を示

すための 㺀 ᶆ 㺁 としての⌮ゎを加࠼るㄽ ( 本ᇽ 1976) もࡳられ、⌧≧では東日本のከࡃの

環濠の㜵ᚚ᪋タとしてのᐇ用ᛶについてはከࡃのㄽ者が᠜␲ⓗな❧ሙを表明している (石黒

1988㺃90㺃96� 中間 1990� 篠原 1999� 久ୡ 2001� 小出 2006㺃07㺃11 ➼ )。

　なお、安藤ᗈ道はᢥ一ⓗな㆟ㄽでは環濠の意⩏とᗈ域ⓗなᐃ╔を⪃࠼ることはできないと

して、環濠の機⬟をᑐ❧ⓗにᤊ࠼る࡭きではないとしておࡾ (安藤 2003)、ᐇ用ᛶに㛵する

ㄽ点࡬の㐣ᗘのഴಽが環濠の意⩏に㛵する㆟ㄽを࣑ࢻ࣮ࣜࢫしかࡡないことにὀ意をಁして

いる。

　௨上のような環濠集落にᑐするㄆ㆑をもとに、午王山遺跡をどのようにホ౯できるだろう

か。௨下では午王山環濠の≉㉁について᳨ウしてࡳることにしよう。

c．午王山環濠の特質

　これまで述࡭てきたように、午王山遺跡は弥生時代後期前半期にᒓするከ㔜環濠集落遺跡

とࡳられる。集落㠃✚はＡ溝とした環濠ෆഃでおよそ 10�500 ੍を ࡾ、እഃに᥀られた㹀

溝で区⏬する⠊ᅖもྵめると、およそ 14�000 ੍となるྍ⬟ᛶもある。これは、㛵東地方の

弥生時代の環濠としてつᶍを᥎ᐃすることができる஦౛の中ではẚ㍑ⓗ小型の部類にᒓする

ことになる。しかしこれは中期の環濠集落の᝿ᐃ㠃✚の平ᆒが 20�000 ੍を前後するためで

あࡾ、᥎ᐃ᚟ඖྍ⬟な後期の環濠集落の平ᆒ್ (⣙ 7�900 ੍と᝿ᐃ )からࡳると、弥生時代

後期としては大型の部類にධる。ྠࡌ後期の環濠としてつᶍの上で最も近いのは、神ዉ川県

ᶓ὾ᕷの大
おっࡥら

原遺跡 (鈴木㔜࡯か 2011㸪第 226 図 ) であࡾ、ྠ県ᐮ川町の倉ぢᡯ戸遺跡 (ᢲ木

編 2006㸪第 226 図 ) もそのྍ⬟ᛶがあるがㄪᰝ⠊ᅖが㝈ᐃࡉれておࡾ☜ᐇではない。これ

を㉸࠼るつᶍの環濠は、東ி㒔北区赤⩚台遺跡 (大谷編 1992㸪第 225 図 )、新ᐟ区下戸塚遺

跡 ( 菊池࡯か 1996㸪第 225 図 ) などであ14�000、ࡾ ࠥ 21�000 ੍の㠃✚となる。㛵東地方

の弥生時代後期に㝈ってい࠼ば、午王山遺跡はẚ㍑ⓗ大型の部類にධࡾ、ṧᏑᗘが㧗ࡃㄪᰝ

も進ࡳ᝟ሗ㔞のከいⰋዲな環濠集落遺跡とい࠼よう。
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　また、午王山遺跡の❧地はⲨ川ప地をぢ下ろす⊂❧した台地上にあࡾ、≉␗なᵝ┦を示し

てもいる。ୣの上を༨めた集ᅋが最㧗ᡤをめࡄる環濠をタ⨨してそのሙᡤに⥅⥆ⓗにᒃ住し

た஦౛とい࠼るだろう。環濠の᩿㠃幅ࡉ῝ࡸからᐇ用ⓗな機⬟について✚ᴟⓗなホ౯はでき

ないが、後期の環濠集落としてࡳれば、Ａ溝の᩿㠃✚はṧࡾのよいところではඛ述の下戸塚

遺跡ࡸ神ዉ川県⥤瀬ᕷ神ᓮ遺跡 ( ẚ␃川࡯か 1992㸪第 226 図 ) のそれに༉ᩛする。後期と

してはしっかࡾసられた環濠であるとホ౯することができる。

ࡌらに午王山遺跡の大きな≉ᚩは、ከ㔜環濠にある。ከ㔜環濠そのものは஑ᕞ地方をはࡉ　

めとしてከᩘ☜ㄆࡉれておࡾ、環濠の᝟ሗに本来ⓗにకうせ⣲のࡦとつとࡳられるが、㛵東

地方ではあまࡾὀ目ࡉれてこなかった。その⌮⏤は明らかで、඲ㇺの᥎ᐃできる遺跡の中に、

ከ㔜環濠とࡉれるものがこれまで࡯とࢇどᏑᅾしなかったためである。したがって、午王山

౛が二㔜の環濠であるとすれば඲యീを᥎ᐃできる㈗㔜な஦౛となる。

　中期後半ẁ㝵においては、」ᩘの溝を᳨出した集落遺跡として、神ዉ川県⛙野ᕷ◁田台遺

跡 (᏷戸࡯か 1989)、༓ⴥ県⿇ヶᾆᕷ西
いばらࡉ

原遺跡 (ఀ藤 1999) などがࡳられるが、◁田台遺跡

は出土する宮㺧台式土器の᳨ウの⤖果、中期にᒓする溝が時期を㐪࠼て営まれた౛であるこ

とがわかっている（安藤2013）。また西原遺跡は部分ⓗなㄪᰝであࡾ඲యീࡸ⣽分時期がはっ

きࡾせࡎ、溝が୪㉮するとも⪃࠼にࡃい。溝が」ᩘᏑᅾするからといって、直ࡕにከ㔜環濠

集落とはㄆᐃできない㞴しࡉがある。ྠᵝに、༓ⴥ県木更ὠᕷ㮵島塚Ａ遺跡 㺃ᗒ⏦塚㹀遺跡

(岡野編 1994・1997㸪␜┾編 2001㸪⠼島編 1992㸪第 226 図 ) の஦౛も一ぢすると二㔜環濠
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に࠼ࡳるが、ෆഃは中期の溝、እഃは後期の溝だという。

　一方、後期のᇸ⋢県域には࿴ගᕷ花ノ木遺跡（新屋࡯か1994）、ࡉいたまᕷ中㔛前原遺跡(⛙

野࡯か 1980) で」ᩘの環濠をもつ集落遺跡のሗ࿌がある。

　花ノ木遺跡では⯉≧にఙࡧる台地を᩿ࡕษるようにෆഃから環濠１・環濠２の２᮲の溝が

᳨出ࡉれている（第 227 図）。㍍ࣈ࣮࢝ࡃをᥥきながら東西に୪㉮する溝であࡾ、እഃの環

濠２はࡸࡸつᶍが小ࡉい。このつᶍのᕪは午王山によࡃఝていると⪃࠼られ、⯆࿡῝い。た

だし、部分ⓗな᳨出であࡾ、環濠集落の඲యീはุ明していない。小出輝雄は 㺀環濠のෆእ

にᏑᅾする方形周溝墓と❿✰住ᒃ跡の時期 㺁によって環濠の時期を久ヶ原期としている (小

出 2007)。環濠２からは出土遺≀がᑡなࡃ、土器の点からは୧環濠のྠ時ᛶをᙉㄪすること

はᅔ㞴である。

　中㔛前原遺跡では第 1次ㄪᰝにおいて 3᮲の溝のᏑᅾがሗ࿌ࡉれている（第 228 図）。☜

かにෆഃの２᮲の溝は୪行し、最もእഃの溝も類ఝした࣮࢝ࣈをᥥいておࡾ、ከ㔜環濠のྍ

⬟ᛶがある。ሗ࿌᭩にはእഃから１ࠕ号㹔Ꮠ形ቸ ２号㹔Ꮠ形ቸࠕࠖ ࡉ３号⟽形ቸࠖと࿨ྡࠕࠖ

れた溝がࡳられ、２号・３号は近᥋して୪㉮するように࠼ࡳる。しかしながら、୧溝はྡ前

からもわかるように᩿㠃形≧が␗なࡾ、ྠ一のᛶ᱁をᣢつྠ時ᒎ㛤の溝と⪃࠼ることは㌋㌉

れる（㸶）。１号は２号にẚして小型の溝で、その点では午王山遺跡の㹀溝に類ఝするかもࡉ

しれないが、ྠ時ᛶを᥎ᐃする᰿ᣐにはᮍだஈしい。ሗ࿌᭩においてはあらࡺるྍ⬟ᛶをᥦ

示しながらも、３᮲の溝のྠ時ᛶにはៅ㔜なែᗘが示ࡉれている。また、これ௨㝆のㄪᰝを
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ྵめても溝の඲యീは明らかになっておらࡎ、集落のつᶍについても明☜にし࠼ない。

　これらにẚして午王山遺跡は඲యീが᝿ᐃྍ⬟で、なおかつ集落ኚ㑄も追うことができる

点では、きわめてከࡃの᝟ሗをᚓることができる遺跡であることがわかる。

る午王山遺跡であるが、環濠ෆ࠼て、このように㛵東地方においては≉␗なᏑᅾともいࡉ　

の集落のᵝ子は弥生時代後期におࡅる一⯡ⓗな環濠集落と大きな㐪いはなࡉそうである。㛵

東地方では中期の環濠集落においては環濠ෆに❿✰住ᒃ跡がᐦ集するように分ᕸし、大塚遺

跡のように㧗ᗋ倉ᗜとࡳられるᘓ≀もㄆめられる౛がある。また、一⯡ⓗな❿✰住ᒃ跡よࡾ

もかなࡾ大型の住ᒃ跡がෆ部にྵまれることもあࡾ、大型方形周溝墓が༢⊂またはᑡᩘ、集

落ෆに営まれる౛もぢཷࡅられる。後期の遺跡においてはከᩘの❿✰住ᒃ跡がṧࡉれるഴ向

はあࡾ、大型の❿✰住ᒃ跡もᏑᅾするが、集落ෆに営まれる≉Ṧな方形周溝墓などは㢧ⴭで

はない。午王山遺跡も大小の❿✰住ᒃ跡が㧗いᐦᗘで分ᕸするもので、㛵東地方の環濠集落

ෆ部のᇶ本ⓗな構成から㐓⬺するようなᛶ᱁はࡳせていない。

　一方、東海地方において午王山遺跡と時期が近ࡃ、ྠつᶍかそれに近いከ㔜環濠集落のⴭ

ྡな஦౛として㟼岡県὾松ᕷఀሙ遺跡 (鈴木敏࡯か 2008) がᣲࡆられる。ప地に営まれ、南

北⣙ 150P、東西⣙ 120P のᗈࡉで平㠃形が⎭⟸形をしておࡾ、幅 11 ࠥ 14P の⠊ᅖに୕㔜の

ୈ ��� ਤɹҏ৔Ҩ੻ͷଟॏ߼؀ʢླ໦හ΄͔ ���� ΑΓʣɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ
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環濠がめࡄるもので、溝と溝との間には土ሠがᏑᅾするとࡉれる。南東部分がᮍㄪᰝである

が、୪㉮する溝のᵝ子からは弥生時代後期におࡅるྠ時ᛶが明らかである。溝ෆからは木⏥

などもⓎぢࡉれておࡾ、⥲ᣓሗ࿌᭩では 㺀༑分に㜵⚪用の機⬟をഛ࠼ていたとゝ࠼る 㺁とࡉ

れている (ྠ㸸79 㡫 )。しかしながら、ఀሙ遺跡は北ഃにᗈがる大つᶍ環濠集落であるྠ時

期のᲚ子遺跡（㸷）（஭ཱྀ࡯か 2017）に隣᥋し、環濠ෆから⬺した㤳㛗ᒃ㤋のᵝ┦を࿊するも

のとホ౯ࡉれておࡾ(寺ἑ1998)、環濠ෆ部も᥀❧ᰕᘓ≀ࡸ周ሐをᣢつ平地式の住ᒃ跡によっ

て構成ࡉれるなど、大小ከᩘの❿✰住ᒃ跡が環濠ෆにᐦ集する午王山遺跡とは඲ࡃ␗なるᛶ

᱁をᣢつものと᥎ᐃࡉれる。

　こうしてࡳると、❿✰住ᒃというẚ㍑ⓗ➼㉁なᒃ住᪋タをከᩘ㓄⨨する午王山集落が⊂❧

ୣ≧の台地に༨地してከ㔜環濠を᥀るという≧ែは、後期ẁ㝵の集落として⊂≉のあࡾ方を

示しているのではないだろうか。中期௨来の環濠集落ෆの住ᒃ㓄⨨を形ែⓗに⥔ᣢしつつ、

㛵東地方にはᑡないከ㔜環濠をタ⨨することは、午王山におࡅる環濠集落の一⯡ᛶと≉␗ᛶ

の୧㠃をあらわしているようにぢཷࡅられる。こうした点でも集落の඲యീを᥎ᐃ᚟ඖする

ことができる午王山遺跡は、東日本の弥生時代社会඲యを᳨ウする上で㔜せな஦౛とい࠼る

だろう。

おわりに

　௨上のように、午王山遺跡におࡅる環濠の඲యീならࡧに㛵東地方を中ᚰとする東日本の

環濠集落からࡳたその≉㉁についてㄽࡌてࡳた。今ᅇの᳨ウの⤖果、午王山遺跡が㛵東地方

におࡅる弥生時代後期の環濠集落としてはẚ㍑ⓗ大型であࡾ、環濠そのものもよࡾ᥀ࡃ㎸ま

れていることがわかった。また、類౛のᑡないከ㔜環濠集落として᚟ඖすることがྍ⬟であ

した台地上に❧地するといった≉␗ᛶを᭷することも☜ㄆできた。こうした≉ᛶは❧⊃、ࡾ

弥生時代後期の㛵東地方の集落のあࡾ方を⪃ᐹするために᭷ຠなど点をᥦ౪するものと⪃࠼

られる。環濠集落にはᙜ時の社会㛵ಀがᢞᙳࡉれていることは間㐪いなࡃ、Ⲩ川流域の弥生

時代後期社会をよ᳨ࡃ῝ࡾウしていࡃために、本遺跡౛はḞࡃことのできない஦౛として大

きな౯್をもつことが明らかとなった。

　今後は、午王山遺跡それ⮬యの᚟ඖࡸෆ部構造の᳨ウを進めるとともに、午王山遺跡を᰾

としたⲨ川流域の後期集落遺跡のㅖ㛵ಀを᳨ウし、そのኚ㑄㐣⛬に一ᐃのぢ通しを❧てるこ

とがᚲせとなろう。すでに㛵東地方では㭯ぢ川流域の遺跡⩌において中期の集落⩌に㛵する

㆟ㄽが῝まࡾつつある。Ἑ川とྍ⪔地のつᶍにおいて㭯ぢ川流域を㉸࠼る࣮ࣝࢣࢫをもつこ

の地域で集落のᒎ㛤ㄢ⛬ࡸ集落⩌のືែを明らかにすることによって、東日本の集落◊✲に

ることができるだろう。午王山遺跡の᳨ウは、弥生時代社会のゎ明࠼らに㇏かな▱ぢを加ࡉ

につながっているのである。

　本稿をまとめるにあたっては、石川日出志、遠藤英子、柿沼ᖿኵ、佐藤康二、鈴木一郎、

鈴木敏弘、前田秀則、ᇸ⋢県教⫱ᗇᕷ町村ᨭ᥼部ᩥ化資※ㄢ、࿴ගᕷ教⫱ጤဨ会஦ົᒁのྛ

఩にごຓゝを㈷った。記してឤ謝⏦し上ࡆる次第である (ᩗ⛠␎ )。
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࠙トࠚ

１）小宮はㄪᰝ原図から᥎ᐃ್をィ⟬したものとࡳられるが、筆者は後にⓎ᥀ㄪᰝሗ࿌᭩をもとに෌ィ⟬を

ヨࡳた (小倉 2015)。その㝿には㹀環濠で 2�915 ੑという್をᚓている。ྠᵝにＡ環濠についてもィ⟬

すると1�896ੑとなࡾ᥀、ࡾ直ࡉれた環濠はປാ㔞の上では⠇⣙の進ࢇだものであることが᥎ᐃࡉれた。

２） 筆者は㛵東地方の環濠のつᶍを᥎ᐃする㝿にṧᏑ⋡の㧗い環濠᩿㠃✚をとࡾあࡆて᥎ᐃ᚟ඖを行った

(小倉 2015)。ᙜ時の生ά㠃がṧࡉれている౛は㝈られていることから、᩿㠃のṧᏑᗘにᛂࡌてＡࠥ㹄

の類型をタࡅて᳨ウの前ᥦとした。今ᅇ新たに᳨ウした午王山遺跡は類型㹃に分類ࡉれる (第 220 図 )

が、これはࠕ溝の上㠃が๐平をཷࡅている、あるいは᩿㠃図と環濠㛗㍈のなすゅᗘが୙明░などの⌮

⏤で、᩿㠃のつᶍが୙明☜なもの。ẚ㍑ⓗṧࡾのよい᩿㠃から㠃✚を᥎ᐃせࡊるをᚓないሙ合がከい。ࠖ

というᇶ‽に則ったものである。

３）ただし第 217 図に表⌧した通ࡾ、遺跡北部の溝などはẚ㍑ⓗ小つᶍであるとも⪃࠼られる。

４） 小出輝雄はこれをࠕ濠の᥀ࡾ上ࡆた土を┒ったと⪃࠼られる土┒ࡾ≧遺構ࠖと⪃ࠕ、࠼㜵ᚚのために᭷

ຠである࡯どの㧗ࡉの土ሠを⠏いているともᛮ࠼ないࠖことから、ࠕ㜵ᚚຊを増ᙉするためのものでは

なࠕ、ࡃ㤋ࠖⓗな意࿡合いにつながるࠖと⪃࠼ている (小出 2011)。

㸳）⌧地遺跡公ᅬではᩚഛに合わせて集落ධཱྀとして木ᶫが෌⌧ࡉれたが、ᐇ㝿にࢺࢵࣆがṧっていたのは

㛤Ⓨのために๐平ࡉれた環濠西➃部である。

㸴）ᶓ὾ᕷᶒ田原遺跡において環濠ෆに」ᩘの◳化㠃を᳨出している。ㄪᰝそのものは 1980 年代であるが、

ྠ遺跡は㛵東地方で環濠のつᶍのุ明しているものとしては最大⣭の集落遺跡である。

㸵）ᶓ὾ᕷᢡ本西原遺跡は㭯ぢ川本流に㠃する台地上の環濠集落で、集落としての⥲㠃✚は 70�000 ੍௨上

とぢ㎸まれている (石஭࡯か 1980)。ただし、ㄪᰝは部分ⓗに行われているに㐣ࡎࡂ、඲域を環濠によっ

てᅖまれているかどうかは୙明で、台地の南北で☜ㄆできる溝は時期を␗にするྍ⬟ᛶもある (小倉

2017)。

㸶）３号⟽形ቸには第㸴号住ᒃ跡・第㸵号住ᒃ跡が㔜」しているが、第㸴号住ᒃ跡との新ᪧ㛵ಀは明らかで

なࡃ、第㸵号住ᒃ跡は３号⟽形ቸよࡾも新しいというᡤぢがᥦ示ࡉれている。

㸷）Ლ子遺跡はఀሙ遺跡など周辺のㅖ遺跡とともにఀሙ遺跡⩌を構成し、集落は◁ሐิ上にᗈࡃᒎ㛤してい

る。これまでに 20 次を㉸࠼るⓎ᥀ㄪᰝが行われておࡾ、本稿では最近のㄪᰝ౛として第 18 次ㄪᰝの

ሗᩥをᥖࡆた。

࠙ᘬ用・ཧ⪃ᩥ⊩ࠚ

赤塚次郎࡯か 2002 ࠗ ⊧島遺跡࠘ឡ▱県ᇙ蔵ᩥ化㈈࣮ࢱࣥࢭㄪᰝሗ࿌᭩第 107 集　㈈ᅋἲேឡ▱県教⫱࣮ࢧ

࣮ࢱࣥࢭឡ▱県ᇙ蔵ᩥ化㈈࣮ࢱࣥࢭࢫࣅ

安藤ᗈ道 1990 ࠕ神ዉ川県下末吉台地におࡅる宮ノ台式土器の⣽分ࠖ(上 )㺃( 下 )ࠗ古代ᩥ化࠘第 42ᕳ第㸴

㺃㸵号 (SS�28�38�13�24)

安藤ᗈ道 1991 ࠕ弥生時代集落⩌のືែ̾ᶓ὾ᕷ㭯ぢ川 㺃᪩ῡ川流域の弥生時代中期集落遺跡⩌をᑐ㇟に̾ࠖ

ࠗㄪᰝ◊✲集㘓࠘第㸶෉　ᶓ὾ᕷᇙ蔵ᩥ化㈈࣮ࢱࣥࢭ (SS�133�164)

安藤ᗈ道 1992 ୕ࠕẊ台遺跡の෌᳨ウ̾弥生時代中期の遺構⩌をᑐ㇟として̾ࠖࠗ ㄪᰝ◊✲集㘓࠘第㸷෉　㈈

ᅋἲேᶓ὾ᕷࡩるࡉとṔྐ㈈ᅋ (SS�71�86)

安藤ᗈ道 2013 ࠕ弥生時代集落遺跡の分析方ἲをめࡄる一⪃ᐹࠖࠗ ᶓ὾ᕷṔྐ༤≀㤋紀せ࠘第 17号　ᶓ὾ᕷ

Ṕྐ༤≀㤋 (SS�81�95)

஭ཱྀᬛ༤࡯か 2017 ࠗ Ლ子遺跡 18次࠘὾松ᕷ教⫱ጤဨ会

石஭　ᐶ 2010 ࠗ 大Ჴᮡ山神社遺跡・ṓ຾土南遺跡࠘ 北ࣥ࢘ࢱ࣮ࣗࢽ地域ෆᇙ蔵ᩥ化㈈ㄪᰝሗ࿌ 43　㈈ᅋ

ἲேᶓ὾ᕷࡩるࡉとṔྐ㈈ᅋ
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石黒❧ே࡯か 1991 ࠗ ᮅ日遺跡Ⅰ࠘ឡ▱県ᇙ蔵ᩥ化㈈࣮ࢱࣥࢭㄪᰝሗ࿌᭩ 30　㈈ᅋἲேឡ▱県ᇙ蔵ᩥ化㈈ࢭ

࣮ࢱࣥ

石黒❧ே 1988 ఀࠕໃ‴ἢᓊ地方のࠑᅖ㒌集落ࠒをめࡄる若干のၥ㢟ࠖࠗ 弥生時代の環濠集落をめࡄるㅖၥ㢟࠘

ᇙ蔵ᩥ化㈈◊✲会 㺃東海ᇙ蔵ᩥ化㈈◊✲会 (SS�462�470)

石黒❧ே 1990 ࠕ濠のある集落とない集落ࠖࠗ Ꮨห⪃古Ꮫ࠘第 31号 (SS�19�23)

石黒❧ே 1996 ࠕᡓいの中の弥生࣒ࣛࠖࠗ ᕷẸの⪃古Ꮫ３　Ⓨぢと⪃古Ꮫ࠘ྡⴭ出∧ (SS�241�275)

ఀ藤ఙ久 1999 ࠗ 西原遺跡Ⅱ࠘平成 11年ᗘ༓ⴥ県⿇ヶᾆᕷᕷෆ遺跡Ⓨ᥀ㄪᰝሗ࿌᭩Ⅱ　⿇ヶᾆᕷ教⫱ጤဨ

会

大谷　⊛編 1992 ࠗ 赤⩚台遺跡࠘東北新ᖿ⥺赤⩚地区遺跡ㄪᰝ会

大村　直࡯か 2005 ࠗ ᕷ原ᕷ᰿田代遺跡࠘上⥲ᅜ分寺台遺跡⩌ㄪᰝሗ࿌᭩ϱⅢ　㈈ᅋἲேᕷ原ᕷᩥ化㈈ࣥࢭ

ㄪᰝሗ࿌᭩第࣮ࢱ 92集　㈈ᅋἲேᕷ原ᕷᩥ化㈈࣮ࢱࣥࢭ

岡野♸二編 1994 ࠗ ༓ⴥ県木更ὠᕷㄳ西遺跡⩌Ⅲ　㮵島塚Ａ遺跡  ࠘( ㈈ )ྩὠ㒆ᕷᩥ化㈈࣮ࢱࣥࢭⓎ᥀ㄪᰝ

ሗ࿌᭩第 84集　㈈ᅋἲேྩὠ㒆ᕷᩥ化㈈࡯࣮ࢱࣥࢭか

岡野♸二編 1997 ࠗ ༓ⴥ県木更ὠᕷㄳ西遺跡⩌　㮵島塚 A遺跡࠘㈈ᅋἲேྩὠ㒆ᕷᩥ化㈈࣮ࢱࣥࢭⓎ᥀ㄪᰝ

ሗ࿌᭩第 84集　㈈ᅋἲேྩὠ㒆ᕷᩥ化㈈࣮ࢱࣥࢭ

小倉淳一 2015 ࠕ㛵東地方におࡅる弥生時代の溝ࠖࠗ 環濠集落のㅖၥ㢟 2015࠘環濠ㄽ集ห行会 (SS�21�51)

小倉淳一 2016 ࠕ弥生時代中期環濠の造営時期と地域社会̾༳᪠沼周辺地域をᑐ㇟として̾ࠖࠗ 㜿部ᮅ⾨ඛ生

㑏ᬺ記ᛕㄽ集࠘㜿部ᮅ⾨ඛ生の㑏ᬺを⚃う会 (SS�12�27)

小倉淳一 2017 ࠕ弥生時代中期の南㛵東地方におࡅる環濠の造営期間ࠖࠗ ἲᨻ⪃古Ꮫ࠘第 43集 (SS�1�40)

ᢲ木弘己編 2006 ࠗ 倉ぢᡯ戸遺跡̾第㸷次ㄪᰝ࡯かⓎ᥀ㄪᰝሗ࿌᭩̾࠘ᐮ川町ᇙ蔵ᩥ化㈈ㄪᰝሗ࿌᭩第３集　

ᐮ川町教⫱ጤဨ会生ᾭᏛ⩦ㄢ

⏥ᩫ༤ᖾ࡯か 1996 ࠗ ᖖ代遺跡　第１分෉　ᖖ代遺跡⦖ᩥࠥ古墳前期編࠘㈈ᅋἲேྩὠ㒆ᕷᩥ化㈈࣮ࢱࣥࢭ

Ⓨ᥀ㄪᰝሗ࿌᭩第 112 集　㈈ᅋἲேྩὠ㒆ᕷᩥ化㈈࣮ࢱࣥࢭ

柿沼ᖿኵ 2019 ࠕ午王山遺跡出土の弥生土器の編年ⓗ఩⨨࡙ࡅ （ࠖ本᭩第Ⅴ❶第３⠇㸪SS�177�218）

Ἑ合英ኵ࡯か 2015 ࠗ 中㔛遺跡Ⓨ᥀ㄪᰝሗ࿌᭩࠘⋢川ᩥ化㈈◊✲ᡤ

川⏿࿴弘࡯か 2017ࠗ下அ郷遺跡Ⓨ᥀ㄪᰝሗ࿌᭩　⥲ᣓ編࠘Ᏺ山ᕷ教⫱ጤဨ会

川道ᐶ࡯か 2016 ࠗ 原の㎷遺跡　⥲集編Ⅱ̾平成 17年ᗘから平成 26年ᗘまでのㄪᰝ成果̾࠘㛗ᓮ県ᇙ蔵ᩥ化
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